
 

 

 

2025年度 第１回 防災講演会資料 

～活断層地震と地震で体験したこと～ 

 

日 時  ：  2025年 7月 23日(水)  13:00～17:00 

会 場  ： ①広島会場 広島弁護士会館 

      ②Web個人視聴：自宅・勤務先等の PC（ZOOMによるオンライン参加） 

共 催 ： 公益社団法人 日本技術士会中国本部防災委員会 

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会中国支部 

広島県災害復興支援士業連絡会 

後 援 ： 中国地方防災研究会  

 

講演内容： 

13：00 開会挨拶  (一社)建設コンサルタンツ協会中国支部支部長  小田秀樹 

13：05 演題 1「活断層と地震への備えー近年の活断層地震からー」 

       広島大学 大学院人間社会科学研究科 後藤秀昭教授 

14：05 演題 2「阪神・淡路大震災３０年」 

       北淡震災記念公園  米山正幸 総支配人 

15：10 演題 3「「熊本地震において、出来たこと、出来なかったこと」 

       田嶋徹 熊本県信用保証協会会長（元熊本県副知事） 

16：10 演題 4「能登半島地震の支援活動」 

      広島弁護士会 友清一郎 弁護士、真田聖也弁護士、村山省太弁護士、河田崇大弁護士 

 16：55 閉会挨拶 (公社)日本技術士会中国本部防災委員長  青原啓詞  

 



活断層と地震への備え 
ー近年の活断層地震からー

　広島大学大学院人間社会科学研究科 
後藤秀昭 

（文学部　地理学教室）
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1855年 安政江戸地震

ナマズ？

なぜ 地震は起こる？

2

小藤文次郎（1893）による断層運動説

1891年　濃尾地震

地震：断層のずれ

ナマズの尻尾！
これで揺れた！

丸山卓男（1963）による論理的証明
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地震本部 
地震調査委員会

地震本部 
地震調査委員会

最近の地質時代に繰り返し活動し， 
近い将来に活動する可能性の高い断層

活断層：

地表に出現     地下にある断層　
1891年　濃尾地震
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【変位地形】

変位地形から活断層を探す

特異な地形
積み重ね

地震本部 
地震調査委員会

地震本部 
地震調査委員会

最近の地質時代に繰り返し活動し， 
近い将来に活動する可能性の高い断層

活断層：

地下にある断層　　「地形を作る」

1995年1月17日に活動した断
層
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地震：活断層のずれ

1995年兵庫県南部地震

「活断層」 
一般名詞に！

（阪神淡路大震災）

中田高氏撮影

ナマズ？

1855年 安政江戸地震

6

地震前地震後

中田　高氏撮影

1995年兵庫県南部地震の右横ずれ
地震：活断層のずれ
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M7.3
1995年兵庫県南部地震 
（プレート内地震：内陸直下型）

地震本部 
地震調査委員会
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1995年兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）
中田　高氏撮影

地表地震断層 
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1995年兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）

地表地震断層

中田　高氏撮影
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明石海峡大橋 建設中「活断層」が一般名詞に

1995年兵庫県南部地震
（阪神淡路大震災）

後藤秀昭撮影
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地質図
1990年刊行1991年刊行

活断層図

1995年以前は・・

20万分の1 5万分の1
『日本の活断層』 地質調査所作成

中田高氏撮影
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地理院地図

活断層図（都市圏活断層図）

2.5万分の1
主要断層帯

1995年～
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1996年公開
明石海峡大橋建設中

活断層（赤線）野島断層 
地表地震断層（ドット）

活断層図（都市圏活断層図）

中田高氏撮影
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の記録
地表地震断層

アリダートによる平板測量

1995年兵庫県南部地震の

後藤秀昭撮影

国天然記念物
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アリダートによる平板測量

　　1995年兵庫県南部地震　

地表地震断層
1日，＜200点 尾高ほか（1996）
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益城町杉堂・潮井神社の階段の右横ずれ変位国天然記念物

2016年熊本地震の地表地震断層

熊原康博氏撮影
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アリダートによる平板測量

LiDARによる計測

2016年熊本地震

　　1995年兵庫県南部地震　

地表地震断層
1日，＜200点

数分，60万点
iPad Pro

尾高ほか（1996）
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2016年4月16日 
午前1時25分 
熊本地方で 

M7.3の地震発生 
（深さ12ｋｍ）
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Loc.1
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都市圏活断層図「熊本」

布田
川断
層

赤丸は「地表地震断層」確認地点
活断層に沿って横ずれ変位を確認 Loc.1

4月16日調査時点
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布田川断層から分岐する地表地震断層
益城町に向けて延びる

都市圏活断層図「熊本」
布田
川断
層

赤丸：地表地震断層 確認地点

Loc.2

Loc.3

Loc.1

4月16日調査時点
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Loc.2
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Loc.2

24



家屋の倒壊が著しい地域の様子（益城町中心部）

益城町文化会館
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家屋の倒壊が著しい地域の様子（益城町中心部）
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家屋の倒壊が著しい地域の様子（益城町中心部）

益城町役場西の南北に延びる道路
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Loc.3
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Loc.3
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地表地震断層：活断層図に記載されていた場所に沿って出現

・日奈久-布田川断層帯沿い：長さ約31km 
・出ノ口断層沿い：長さ約5km 
・これまで活断層として認められていない箇所でも地表地震断層が出現
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　活断層分布 
都市圏活断層図「熊本」（平成13年発行）

多くの地表地震断層が，活断層に沿って出現

2016年の地表地震断層

益城町 益城町

31

益城町役場

断層近くの 
　　建物被害

鈴木ほか（2018）

①地震断層のずれが建物倒壊に
　　　影響を与えた可能性がある
②10 cmを超えるずれが生じた場所では
　　　建物被害は大きい
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熊本市街地周辺の地形 
（国土地理院 
基盤地図情報 
5mメッシュ標高 
より作成）

数値地形データ 
広域的・詳細に 
断層地形を判読可能に　　　　地震後に活断層を報告

熊本市街地での変位

熊本城

県庁水前寺公園
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熊本市街地周辺の地形 
（国土地理院 
基盤地図情報 
5mメッシュ標高 
より作成）

台地のヘ
リを

縁取るよ
うに
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熊本市街地での変位

活断層に
 

沿って 
変位
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熊本市街地での変位
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